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The purpose of this study is to clarify the nature of the people’s phenomenon of activation of political 
news activities in the community at late of the early modern period, and to consider the formation of 
public opinion in early modern society. 
In the analysis, I focus on the hierarchy is the hallmark of early modern society. First of the issue is 
the relationship between people and the lords of power in the community. The second issue is the 
hierarchy difference of internal people. 
The conclusion is as follows. The activation and the formation of people’s public opinion has been 
established in the shogunate system which dominated structure. This shogunate system was 
established by the premise and the agreement between the lord power and the people. 
Also, the people’s form to perform the political news activities was diverse. The people’s behavior 
and consciousness focused on their livelihood in common. 
But there was a substantial difference. In the people’s political news activities, the Intermediate layer 
focused on accuracy and objectivity of the information. And the General populace, focused on even 
the interpretation of facts than accuracy. As a result, in the world of public opinion, there were two 
types, the one which is formed by the intermediate layer, and the another which was formed by 
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いては以下の 1～3 章、②については 4・5 章が主として対応する。検討対象とし
た情報資料は加賀藩内の 775 点に及ぶ。 



















































 以上の 5 章を通して、本論文は冒頭に提示した 2 つの検討課題に対し、それぞ
れ次のような回答を提示する。 
検討課題①に対しては、第 1 に、政治情報活動を行った民衆の中心が藩政運営
または地域行政システムにおける中間支配機構であったこと、第 2 に行政運営の
場である算用場や町会所等の役所を通じて領主権力に報告される政治情報が彼
ら中間支配機構の間で身分的・地域横断的に共有されたこと、第 3 に領主権力に
よる支配のための情報収集・伝達システムに、これらの民衆の中間支配機構の存
在が組み込まれていたことである。つまり、近世後期から幕末期の民衆の政治情
報活動は、幕藩制領主権力による支配と不可分のものであったと結論付ける。 
課題②に対する回答としては、民衆の存在形態が多様性に富んでいること（階
層が多彩であるのみならず各個人がその人生の中で多様な属性を抱えている）、
にもかかわらず、彼ら多様な民衆は水平的なネットワークを形成し、その中で見
聞を広め知識を獲得している。この動きはそれぞれが「生業の成立」を目的に情
報活動を行った、と想定することによって統一的な理解が可能となる。同時に、
ここからは多様にして広汎な一般民衆によって構築された世論世界の存在もま
た看取できる。 
そして、最後に、今後の課題として商業流通の展開の中で政治情報活動をとら
える視座の必要性、そして領主権力との合意関係を前提に成立した幕末の政治情
報活動と世論世界とが、近代以降の政治権力と築いた関係に目を向けるべきこと
を掲げ、本論文は結ばれている。 
 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、各章ごとに問題提起と検証を堅実に積み上げる、整理された構成を
とっている点、検証に当たって未刊行史料も含めた史料の博捜と丁寧な解釈を行
っている点、加越能三カ国を広く検討対象として偏頗がない点、「民衆」の中の
細かに分化した階層構造を腑分けし、それぞれの中で情報に関わった存在を分析
対象とした点に特長がある。中でも、民衆の階層構造をきめ細かに分類して個別
に検討を加えた点は従来の研究枠組みに丁寧な分析を加えたものであり、それぞ
れの情報活動を解き明かした点は高く評価すべきである。 
 具体的には、先行研究の第一人者である宮地正人氏が、公論の担い手を｢豪農｣
｢地方知識人｣などと概括しているのに対し、本論文では飛脚や中間支配層、さら
には一般民衆など多彩な担い手による情報活動のディテールを描き出したこと
で、この領域の研究を一歩前進させたと言えよう。また本論文を加賀藩研究にお
いて位置づけたとき、従来の行政文書中心の研究ではなく、加賀藩を取り巻く中
間支配層や民衆の情報伝達の様態を描き出すという、オリジナリティーのある成
果を生み出した。この点も高く評価されてよい。 
 
 その一方で課題もある。もっとも大きな課題は、伝達され記録された情報の総
体がどれくらいあり、それがいかなる理由でどれくらい失われたのか、筆者が研
究対象とした情報史料がいかなる理由で記録され現在まで保存されてきたのか、
という点である。そうした情報史料全体を鳥瞰しなければ、対象とした史料の位
置づけや重要性は必ずしも明らかにはならない。情報の総体を把握することなど
は個人研究が負える範囲を超えているので、ないものねだりになってしまうが、
今後ぜひ、何らかの共同研究・組織的研究を通じて総体の輪郭に肉薄してほしい。 
次に、本論文の主たる検討対象は幕末の政治情報である。しかしそれ以前に存
在していた商業ネットワークと、本論文が分析する政治情報ネットワークとの相
関については特に言及されていない。幕末期でも、たとえば生糸の輸出価格情報
など生産者にとって切実な情報が飛び交っていたと推定されるが、政治情報との
対比や情報の担い手の違いや特質などの究明がないことはやや物足りない。 
第5章でみられる中間層以下の生活を営む者らの関わった情報として「うわさ」
が多くを占めていた、という指摘があるが、彼らのリテラシーや平常からのコミ
ュニケーションの在り方をも検討したうえで、「中間層以下の人々がうわさで満
足していた」のか、あるいは「より精度の高い情報を欲していたが、その能力や
習慣を欠いていて得られなかった」のかを明らかにした方がより説得力が増した
と考えられる。 
 ただし、商業ネットワークとの関連に関して筆者は、少なくとも本論文と同時
代のものについては研究の必要性を自覚しており、今後の研究課題として取り上
げる予定であるという。また、民衆のリテラシーについては、かねてから信用で
きる史料やそれへの操作の困難さが指摘されている研究主題であり、現時点でこ
の論点が包摂されていないとしても、それが即ち本論文の致命的欠点であるとま
では言えない。 
むしろ、この点についても、本論文に見られる如き、筆者の精緻な検討が今後
加えられることを俟つのが妥当であろう。いずれにしても、本論文が有する、上
記の今後の課題に向き合うための基盤としての高い価値は失わないであろう。  
